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36 26 道端　良 24 27 布施　亮太

25 北條　大和 36 26 後藤　　新

6 24 平木　創大 22 秋吉　洸希

✓ 23 藤沢　颯人 6 21 富田　善都

✓ 22 戸田　樹 11 19 田中　玲也

✓ 20 佐伯　尚憲 18 浅野　公貴

7 19 岩山　航大 5 17 森　　涼堅

✓ 18 藤島　来葵 ✓ 16 野田　育臣

17 奥田　宗将 ✓ 15 川崎　龍人

✓ 16 沖原　爽一郎 ✓ 14 横山　公一

15 渡部　佑太 13 前野　佑哉

7 14 川原　大和 ✓ 11 長崎　隼人

✓ 13 高木　温樹 ✓ 10 丹羽　巧磨

✓ 11 為国　龍次 ✓ 9 太田　匡亮

10 榊　健太 5 8 杉山　広樹

7 8 渡部　楽夢 ✓ 7 杉山　大晟

✓ 7 島田　麗央 ✓ 6 松本　幸也

6 5 西野　樹 5 5 北村　柊希

✓ 4 青山　将也 6 4 宮原　正弥

3 小村　豪作 ✓ 3 山田　　匠

✓ 2 青木　稔和 ✓ 2 井関　渉二

✓ 1 加藤　凌聖 ✓ 1 北河　拓実
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公	 式	 試	 合	 記	 録

大会名： 第３８回　全日本大学ホッケー王座決定戦・東西交流戦

チーム名 1 1Q チーム名 8

試合番号 備　考 時　間 場　所 ピッチ

M9 男子	 準決勝 14:00 立命館OICフィールド 人工芝（W）



試合番号　M9 男 7月6日

大学名 時間 得点 アシスト 種類 時間 得点 アシスト 種類

朝日 13 7 - FG

立命館 25 22 - FG

立命館 36 1 - PS

朝日 45 2 - PC

朝日 49 17 - PC

朝日 50 17 - FG

大学名 PC シュート PC シュート PC シュート PC シュート

立命館大学 2 3 0 2 1 3 1 2 0 0 1 0

朝日大学 0 2 0 1 2 4 1 3 0 0 0 0

SO戦 1 2 3 4 5 合計

第38回全日本大学ホッケー王座決定戦・東西交流戦
補助記録・戦評
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2019年7月6日(土)、全日本大学ホッケー王座決定戦、男子準決勝、立命館大学vs朝日大学の試合が、晴
天の中、立命館OICフィールドにて行われた。朝日大学のセンターパスにより第1Qが開始された。開始
早々、立命館大学#11為国が強烈なシュートを放つがここは朝日大学GK#1北河のナイスセーブに阻まれ
る。６分、立命館大学がPCを獲得するも朝日大学の体を張ったディフェンスによって阻まれる。13分、朝日
大学#7杉山が打ち込みをタッチでゴールに押し込み先制点をあげる。そのまま第１Qが終了した。第２Q7
分、立命館大学が強烈な打ち込みをタッチで合わせるが惜しくも枠の上へ。10分、立命館大学#22戸田が
45度からエリアに侵入しキーパーの肩口にシュートを決め同点に追いつき、そのまま第２Qが終了した。
立命館大学のセンターパスにより第３Qが開始された。開始早々、朝日大学がPCを獲得するもシュートま
で至らなかった。６分、立命館大学がPSを獲得し、これを#1加藤が冷静に決め、立命館大学が1点を勝ち
越した。11分、立命館大学が華麗なスクープから右サイドへの展開、打ち込みをするも朝日大学GK#1北
河を中心した堅い守備に阻まれる。15分、朝日大学がPCを獲得し、一回はシュートをはじかれるが、こぼ
れ球を#2井関が流し込み同点に追いつきそのまま３Q終了。第４Q3分、立命館大学が左サイドからミドル
気味のシュートを放つがポストに嫌われる。朝日大学がPCを獲得し＃17森がタッチで合わせて2-‐3となる。
さらにそのすぐ後再び朝日大学＃17森が得点し点差を広げる。１０分、立命館大学がPCを獲得し、一度弾
かれたボールに朝日大学GK#1北河が飛び出していたゴールにタッチを試みたが得点には至らず、そのま
まは試合終了し、立命館大学vs朝日大学の試合は2-‐4で朝日大学が勝利した。	
	  


